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 第 12 期 事 業 概 況 
 

 

自2024年４月１日 

至2025年３月 31日 

 

事業の経過及びその成果、事業の状況 

 

コンシューマゲーム市場におきましては、地政学的なリスクの継続、各国・地域でのインフレーショ 

ンの進行等により足元の成長は踊り場を迎えております。また、人件費の上昇や開発期間の長期化等に 

よりゲーム開発コストの上昇が続いており、こうした事業環境の変化への対応が急務となっております。 

一方で、ゲームコンテンツの提供形態の多様化、新興経済圏の成長による市場顕在化が進んでいることか

ら、全世界に向けデバイス・プラットフォームを問わず、より長期にわたってコンテンツ・サービスを 

提供できる環境が整い、ゲーム市場の成長に対する期待は継続しています。このような経営環境のもと、 

当社は主力パッケージゲームタイトルの発売、ライセンス事業に注力し、業績は好調に推移しました。 

 

コンシューマゲーム事業においては、 

◇真・女神転生Ⅴ Vengeance 

◇ペルソナ３ リロード: Episode Aegis 

 ◇メタファー：リファンタジオ 

を発売致しました。  

 

2024年6月には『真・女神転生Ⅴ Vengeance』を発売いたしました。世界の幅広いユーザーにプレイし

て頂くことを実現すべく、前作である『真・女神転生Ⅴ』では対応ハードがNintendo Switchのみであ

ったことに対し、本作はPC、XBOX、PS5などマルチハードに対応することで、発売から3日で全世界累計

販売本数50万本を達成いたしました。それにより『真・女神転生Ⅴシリーズ』は全世界累計販売本数211

万本を達成し、高い評価をいただきました。 

さらに、同年10月に発売しました『メタファー：リファンタジオ』は完全新作タイトルであるにも関

わらず、全世界累計販売本数200万本を達成いたしました。2024年12月に開催されました「The Game 

Awards 2024」では、最高賞である「Game of The Year」を含む6部門にノミネートされ、Best RPG賞、

Best Narrative賞、Best Art Direction賞の三冠を獲得いたしました。 

  

また、2024年6月にはアトラスブランドの35周年を記念し『アトラスフェス』を開催いたしました。2

万人以上の方にご来場いただき、『真・女神転生Ⅴ Vengeance』、『メタファー：リファンタジオ』の

試遊の他、巨大立像の設置、特設ステージでのイベント等を行いました。大変多くの方にご来場いただ

き、多くの方にアトラスIPの魅力を知っていただく機会となりました。 

ライセンス事業においては、2025年3月に大規模展覧会である『メタファー：リファンタジオ展』を

東京会場で開催いたしました。作品の世界感を忠実に再現したブースの他、初公開のものを含む設定資

料集の展示、展覧会オリジナルグッズの販売を行い、好評をいただきました。 

音楽ライセンス事業におきましては、『PERSONA LIVETOUR 2024 -more aheead-』を開催いたしまし

た。中でも台湾公演はペルソナライブ初の海外公演となり、多くの方に楽曲の魅力を知っていただく貴

重な機会となりました。 

 

 

 このような事業活動の結果、2025年3月期の純利益はおよそ8.5億円となり、セガサミーグループの連

結決算におきましても収益面で大きく寄与をしております。またバランスシートでは、自己資本比率が

65.47%、流動比率が247.77%と財務面の健全性も一定の水準を維持しております。 

今後もお客様に喜んでいただけるゲームタイトルを開発し、グループ業績にも貢献し続けていくこ

とが当社の使命だと考えております。 
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個 別 注 記 表 
 

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記 
（１）資産の評価基準及び評価方法 

 棚卸資産の評価基準及び評価方法 

  個別法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）を採用しております。 

 

（２）固定資産の減価償却の方法 
① 有形固定資産 

定額法を採用しております。  

② 無形固定資産  

定額法を採用しております。なお､ 自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期

間である５年間の定額法によっております。 

 

（３）引当金の計上基準 
賞与引当金 

役員及び従業員に対する賞与の支給に充てるため、支給見込額のうち、当事業年度における負担分

を計上しております。 

 

（４）その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項 
 グループ通算制度の適用  

セガサミーホールディングス株式会社を通算親法人としたグループ通算制度を適用しております。 

 

２．会計方針の変更に関する注記 

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」の適用 

    当社は、「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第 27 号 2022 年 10 月 28

日。以下「2022 年改正会計基準」という。）等を当事業年度の期首から適用しております。      

法人税等の計上区分に関する改正については、2022 年改正会計基準第 20-３項ただし書きに定める

経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 28 号 2022

年 10 月 28 日。以下「2022 年改正適用指針」という。）第 65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取

扱いに従っております。なお、当該会計方針の変更による計算書類への影響はありません。 

 

３．株主資本等変動計算書に関する注記 
（１）当事業年度末における発行済株式の種類及び総数 

種類 発行済株式の数 

普通株式 10  株 

 
（２）配当に関する事項 

基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの 

2025 年 6 月 23 日開催の株主総会の議案として、普通株式の配当に関する事項を次のとおり提案す

る予定であります。 

（ａ）配当金の総額   308,753,048 円 

（ｂ）１株当たりの配当額 30,875,304.80 銭 

（ｃ）基準日 2025 年３月 31 日 

（ｄ）効力発生日 2025 年６月 23 日 

 

 

 


